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轟轟欝聾謹;
陸上自衛隊では7月中の実弾射撃:

をつぎのとおり庁ないます。

実施場所=池田射撃場

実施日程=7 日 -11 日 13 日 ~188 i 
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O 

ハ
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

O 

グ
手
洗
い
h
q

の
習
慣
を

昨
年
の
赤
痢
患
者
は
二
百
二
十
一
名
で
し
た

こ
れ
も
手
洗
い
で
予
防
で
き
る
の
で
す

伝
染
病
の
発
生
し
や
す
い
シ

1
ズ
シ
で
す
。

伝
染
病
の
予
防
に
、
い
ち
ば
ん
手
軽
で
最
も
効
果
的
な
方
法

は
「
手
を
洗
う
」
こ
と
で
す
。

赤
痢
、

腸
チ
フ
ス
、
コ
レ

ラ
な
ど
は
経
口
伝
染
病
と
い

っ
て
病
原
菌
が
口

か
ら
入
っ

て
伝
染
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

病
原
菌
は
ハ
エ

や
ゴ
キ
ブ
リ

に
よ
っ
て
は
こ
ば
れ
る
こ
と

も
多
い

の
で
す
が
、
私
達
の

手
も
そ
の
大
き
な
役
割
を
し

て
い
る
の
で
す
。

7月 1日---31日

「社.会を明るくする運動」

【
手
洗
い
】

手
洗
い
は
石
け
ん
を
つ
け

て
洗
う
か
、
消
毒
薬
で
洗

う
の
が
効
果
的
で
す
。

わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
友
か

な
か
実
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

自
分
自
分
の
健
康
を
守
る
た

め
家
族
そ
ろ
っ
て
手
洗
い
の

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

犯罪の防止 と罪を犯した人たちの更生に

ついて理解を深め、進んでそれぞれの立場

において力をあわせ、 犯罪のない明るい社

会をきずこうとする全国的な運動です。

B月20日の青少年弁論大会と市内

小中学生のポスター作品展入賞者は

つぎのと治 bです。

b青少年弁論大会

高校一 位 大 高

中学一位 部中

bポスター作品

中学一位大中

小学 一位三域小

岡田玲子

日高美濃留

佐久間千幸、

田中恵美子

七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
の
三
ガ
月
間
、
全
市
民

手
洗
励
行
運
動
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た。

町
務
連
絡

員
を
通
じ
て
各

七
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
固
ま
で

手
洗
運
動

ぜ

世
帯
ヘ
ク
レ
グ

1
ル
液
(
一

世
帯
当
り
約
百
グ
ラ
ム
〉
を

配
布
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
七

日

t
十
日
分
ぐ
ら
い
で
す
。

足
り
な
い
分
は
同
時
に
配
布

し
た
ク
レ
ゾ
ー
ル
液
特
別
購

入
券
で
市
内
の
薬
局
や
薬
庖

で
購
入
し
て
手
洗
い
を
続
け

て
く
だ
さ
い
。

一
…
護
保
也
君
渋
ぞ
ら

国
水
稲
苗
を
大
切
に

諌
早
干
拓
の
水
没
に
よ
り
水
稲

の
苗
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
苗
が
な
く
て
こ
ま
つ
で
い
る

諌
早
へ
苗
を
送
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
長
期
の

気
象
予
報
に
よ
り
ま
す
と
、
田
植
を
し
た
あ
と
の
集
中
豪

雨
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
苗
を
大
切
に
し
採
植
し
て
で

き
る
だ
け
確
保
し
て
沿
い
て
く
だ
さ
い
。

農
薬

(
ホ
リ
ド
ー
ル
な
ど
〉

を
使
う
場
合
の
注
意

①
使
用
す
る
三
目
前
に
市
を

経
由
し
て
保
健
所
に
つ
く

よ
う
に
使
用
屈
を
出
し
、

実
地
指
導
員
の
指
導
に
よ

っ
て
共
同
防
除
を
行
な
う

こ
と
。

②
散
布
し
た
と

こ
ろ
に
は
赤

い
標
識
を
立
て
、
一

週
間

た
っ
た
ら
取
り
去
る
こ
と

③
一
人
で
長
時
簡
散
布
作
業

を
し
‘
泣
い
こ
と
。

④
薬
液
、
空
容
器
左
ど
の
管

理
は
完
全
に
す
る
こ
と
。

市
民
み
な
さ
ん
も
つ
ぎ
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

①
赤
い
標
識
が
立

っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
は
近
づ
か
な
い

守

)
T
乙
。

②
学
生
、
児
童
、
と
く
に
小

き
な
子
供
さ
ん
の
川
遊
び

魚
取
り
友

E
十
分
に
注
意

し
て
あ
け
ま
し
ょ
う
。

あたたかい手を

新潟地震の被災者に気
の
毒
な
被
災
者
を
救
う

た
め
、
皆
様
方
の
自
発
的
友

義
援
金
を
受
け
付
け
で
い
ま

す。
受
付
け
は
市
保
険
年
金
課

か
各
出
張
所
で
、
七
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

6
月
日
日
ま
で
の
寄
託
金

本
町
三
丁
目
町
内

萱
万
円

大

村

市

長

査

千

円

大

村

航
空
隊
員
一
同
弐
万
四
千

六
百
拾
五
円

出
雲
大
社
大
村
講
社

弐
千

参
百
参
拾
円
婦
人
会
片
町

安

部

萱

万

円

本

町

三

丁

目
婦
人
会

弐
千

円

西

大

村
中
学
生
徒
会
萱
万
弐
千
円
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同
国
o
s
l
r
a
s
e

岡
国
o
s
l
r
a
s
e
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百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ

の
予
防
接
種

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の

予
防
接
種
を
つ
ぎ
の
と
告
り

行
な
い
ま
す
の
で
、
該
当
者

は
も
れ
友
〈
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

マ
接
種
要
領

初
回
の
も
の

i
三
岡
接
種

①
昭
和

三
十
九
牛
一
月

一
日

か
ら
昭
和
三
十
九
年
三
月
三

十

一
日
ま
で
に
生
れ
た
も
の

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
日
程

時
間
は
い
ず
れ
も
l
時
加
分
か
ら

3
時
加
分
ま
で

所 ~ 1 回 芳2回 分 3回場

鈴ニ浦市診出張療所所 7月138 8月 3日 8月24日

市総加立出病張防所 7月14日 8月 4日 8月25日

清萱瀬相出張所園 7月15日 8月 5日

中央公民館 7月16日 8月 6日 8月27日

竹福重松出出張張所所 7月17日 8月 7日 8月28日

②
ま
だ
免
疫
が
完
了
し
て
い

・泣
い
も
の
。
〈
三
回
接
種
し

て
免
疫
が
完
了
し
ま
す
。
)

追
加
の
も
の

I
一
回
接
種

初
回
免
疫
が
完
了
し
て
か

ら
一
年

t
一
年
六
カ
月
を
経

過
し
た
も
の
。

マ
料
金
い
り
ま
せ
ん
。

を
お
当
日
は
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

県
教
育
公
務
員
志
傾
者

選
考
試
験
が
行
な
わ
れ

ま
す

長
崎
県
立
小
中
高
等
学
校

教
育
公
務
員
を
採
用
す
る
選

考
資
料
と
す
る
た
め
の
選
考

試
験
が
行
友
わ
れ
ま
す
。

マ
受
験
資
格

来
年
三
月
教
員
免
状
取
得

見
込
の
者
、
ま
た
は
す
で

に
取
得
し
て
い
る
者
。

マ
出
願
期
日

七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
。
た
だ
し
、
理

科、
'
数
学
、
工
業
科
は
八

月
十
固
ま
で
。

マ
出
願
場
所

長
崎
市
江
戸
町

長
崎
県
教
育
庁
教
職
員
課

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
県
教

育
庁
教
職
員
課

へ
沿
た
歩
ね

く
だ
さ
い
。

グ
コ
ー
ラ
ス
ρ

で

楽
し
く

成
人
講
座
と
し
て
コ
ー
ラ

ス
の
講
座
主
開
き
ま
す
の
で

み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

マ
期
間
・
開
講
日
と
時
間

七
片
十
三
日
か
ら
九
月
七

日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

時
聞
は
午
後
七
時
か
ら
九

時
ま
で

マ
申
込
資
格

市
民
一
般
男
女

マ
申
込
期
日
と
申
込
先

七
月
九
日
ま
で
に
中
央
公

民
館
事
務
室

へ。

マ
受
講
料
い
り
ま
せ
ん
。

マ
講
師

県
立
大
村
高
等
学
校

友
永
弘
子
先
生

‘ 

郡
川
の
ア
ユ
釣
を
解
禁

郡
川
の
H

あ
ゆ
釣

b
u
ず

七
月
一
日
か
ら
解
禁
さ
れ
ま

す
。

釣
を
希
望
さ
れ
る
方
は

つ
ぎ
の
所
で
H

入
漁
証
H

を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

田

下

郷

禿

方

同市
橋

猿

渡

方

寿
古

郷

薮

越

方

な
お
種
あ
ゆ
も
用
意
し

て
い

ま
す
。

か
は
ぼ
ま
い
H

H

し
こ
た
ん
ρ

に

関
係
あ
る
遺
族
の
方
ヘ

北
方
地
域
の
遺
族
墓
参
の

資
料
と
す
る
た
め
、
は
ぽ
ま

い
、
し
一こ
た
ん
、
く
左
し
り

え
と
ろ

ふ
に
墓
や
遺
骨
を
残

し
た
遺
族
や
親
族
の
調
査
を

す
る
こ
と
に
友
り
ま
し
た
の

で
、
七
月
六

日
ま
で
に
市
保

険
年
金
課
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

原
爆
被
爆
者
の
健
康
診
断

原
子
爆
弾
で
被
爆
さ
れ
た

人
で
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持

っ
て
ゐ
ら
れ
る
か
た
は
つ
ぎ

の
と
ゐ
h
y
健
康
診
断
を
お
こ

な
い
ま
す
の
で
、
も
れ
友
〈

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

h

マ
期
間

七

月

六

日

よ

り

七

品

樹

縦

一

月
二
十
五
日
ま
で

町

・

j
l

マ
時
間
い
や

J

れ
の
臼
も
午

前
九
時
よ
り
十
二
時
ま
で

マ
場
所

国
立
大
村
病
院

大
村
市
立
病
院

な
告
当
日
は
被
爆
者
健
康
手

帳
と
そ
の
日
の
大
便
を
も
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

検 原
認爆

被
爆
者
特
別
手
帳
の

原
子
爆
弾
被
爆
者
健
康
特

別
手
帳
空一
一十
九
年
度
の
検

認
を
行
友
い
ま
す

J

実
施
す

る
期
日
と
場
所
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
の
で
も
れ
な
く
検

，認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
期
間
'
七
月
六
日
よ
り
七

月
三
十
一
日
ま
で

大
村
保
健
所

マ
場
所

国
家
公
務
員
(
特
別
職
)

二
名
・
応
募
資
格

昭
和
三

十
九
午
七
月

一
日
現
在
満
十

八
才
以
上

一
一
十
五
才
未
満
C

者
で
新
高
卒
の
男
子
・
締
切

七
月
十
五
臼
く
わ
し
く
は
職

安
へ
。

-
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
な
た
を
ま
っ
て
い
ま
す
:
:
:
:
・

た
の
し
い
レ
ヨ

1
ド

・

コ

マ

と

こ

ろ

中

央

公

民

館

ホ

矛

二

部

シ
サ

l
ト

が

催

さ

れ

ま

す

。

ー

ル

‘

ス
ク
り

l
y
・
テ

1
マ

…
ど
う
ぞ
告
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
マ
入
場
料
い

b
き
せ
ん
o
-

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
〈
八
曲

…

…

ゐ

で

か

け

く

だ

さ

い

。

マ

曲

目

示

三
部

…

マ

と

き

七

月

十

一

日

(

土

〉

才

一

部

ハ

ワ

イ

ア

ン

の

タ

ハ
八
…

午

後

六

時

三

十

分

か

ら

八

ラ

テ

シ

・

ヒ

ッ

ト

パ

レ

曲

)

時
三
十
分
ま
で

t

1
ド
(
八
曲
)

ーゐ


